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大豆油インクを使用しています 

座
間
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
ひ
ま
わ
り
広
場
は
平
成
五
年
か
ら
農
協
青
壮
年

部
が
中
心
と
な
っ
て
荒
廃
地
、
遊
休
農
地
対
策
の
一
環
と
し
て
、
植
栽
を
行
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

市
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
で
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
よ
う
な
風
景
を
作
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
市
ひ
ま
わ
り
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
も
市
内
六
カ
所
に
五
十
五
万
本

も
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
ま
し
た
。

「
か
な
が
わ
花
の
名
所
一
〇
〇
選
」
に
も
選
ば
れ
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
方
が

訪
れ
る
ひ
ま
わ
り
広
場
。

身
近
で
見
ら
れ
る
座
間
市
の
夏
の
風
景
と
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
咲
き
誇
る
様
子

を
、
ぜ
ひ
家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

担
当
　
市
ひ
ま
わ
り
推
進
協
議
会
事
務
局

（
Ｊ
Ａ
さ
が
み
座
間
営
農
セ
ン
タ
ー
内
）
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ヒマワリの開花状況やイベントの詳細につい
ては、次のホームページをご覧ください。
●市観光協会ホームページ
http://www.zama-kankou.jp/
●市ひまわり推進協議会ホームページ
http://www5c.biglobe.ne.jp/̃za-hima/

あなたの撮ったヒマワリの写真を
募集します

市の花ひまわり写真コンクールの募集方法
について、詳しくは８面をご覧下さい。
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　今年の「ひまわり祭」は、次の会場と日程で開催します。 

　　 栗原地区ひまわり広場 
○と　き　７月25日（土）午前10時～午後
２時（雨天の場合は翌26日） 
○内　容　野菜・ヒマワリの切り花直売、
特産品「本格焼酎ひまわり」の販売など 

１ １ 

 

　　 座架依橋南側 
　　 ひまわり広場 
○と　き　８月22日（土）
午前10時～午後２時（雨
天の場合は翌23日） 

○内　容　野菜・ヒマワ
リの切り花直売、特産品
「本格焼酎ひまわり」・
飲み物・竹細工の販売
など 

※８月22日のみ、座間駅
～会場間をシャトルバス
が運行します。詳細は市
農政課に問い合わせるか、
市ひまわり推進協議会ホ
ームページをご覧くださ
い。 

２ ２ 

※ひまわり広場とその周辺には駐車場はありません。ご来場には、電
車やバスをご利用ください。路上駐車や農地への車の乗り入れはしない
でください。 
※ひまわり広場内は、給水施設がなく日陰が少ないので、帽子をか
ぶるなど暑さ対策を十分にしてください。 

お願い 
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※各会場では、映画上映後に子どもたちにも分かりやすく楽しめる交通安
全のお話し（寸劇）をします。
担当 市交通安全対策協議会（安全対策課内）

�046（252）8158 �046（252）7773

少
し
の
間
だ
け
な
ら
い
い
だ

ろ
う
と
か
、
一
台
だ
け
な
ら
い

い
だ
ろ
う
な
ど
と
安
易
な
気
持

ち
で
違
法
駐
車
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
た
り
、
交
通
事
故

を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た

り
す
る
と
て
も
迷
惑
な
行
為
で

す
。
ま
た
、
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
通
行
を
妨
げ
、
現
場
へ

の
到
着
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

道
路
は
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

物
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
道
路
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
を
目
に
し
た
り
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
が
邪
魔
で
歩
き
づ
ら
か
っ
た
り
し

て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
八
月
十
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
道
路
を
、
安
全
で
快
適

な
空
間
に
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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あ
な
た
の
違
法
駐
車
が
、
人

命
に
か
か
わ
る
事
態
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
一
人
一

人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
違
法
駐

車
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
置
か
れ
て
い
る
立
て

看
板
や
、
歩
道
に
は
み
出
し
て

並
べ
ら
れ
て
い
る
商
品
陳
列
棚

な
ど
は
、
歩
道
を
狭
く
し
、
通

行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
植
樹

帯
な
ど
に
立
て
付
け
ら
れ
た
看

板
や
張
り
札
は
、
そ
の
角
や
取

り
付
け
る
た
め
の
針
金
な
ど
が

通
行
す
る
人
に
当
た
る
と
大
変

危
険
で
す
。

ま
た
、
道
路
か
ら
宅
地
へ
車

な
ど
を
入
れ
る
た
め
の
乗
り
入

れ
ブ
ロ
ッ
ク
も
、
自
動
車
な
ど

を
よ
け
る
時
に
つ
ま
ず
く
こ
と

も
あ
り
通
行
に
大
変
危
険
で

す
。道

路
を
占
用
し
利
用
す
る
と

き
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
道
路

占
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
上
の

広
告
物
は
県
の
条
例
（
県
屋
外

広
告
物
条
例
）
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
に
通
行

の
障
害
と
な
る
物
を
置
く
こ
と

は
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。

良
好
な
居
住
環
境
を
つ
く
る

上
で
、
生
け
垣
が
果
た
す
役
割

「道の日」ロゴマーク

歩道設置工事により歩行者の安全が向上したさがみ野地区の踏み切り

地元中学生による道路脇の清掃活動

や
重
要
性
は
大
き
く
、
市
で
も

生
け
垣
設
置
に
対
す
る
奨
励
金

の
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
生
け
垣

を
設
置
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
生
け
垣
や
植

木
が
道
路
に
大
き
く
張
り
出
し

て
し
ま
っ
て
は
、
近
隣
の
方
や

通
行
す
る
人
に
と
っ
て
迷
惑
な

も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

枝
が
道
路
に
張
り
出
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
手

入
れ
と
管
理
を
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

夏休み交通安全子ども映画会

「あなたが思いえがく12年後の座間」をテー
マに、市民の皆さまから一言メッセージを募集
します。お寄せいただいた一言メッセージは、
次期総合計画策定の意見とさせていただきます。
応募に当たっては、８月または９月の水道の

検針の際に、使用量のお知らせと一緒に、はが
きを配布します。このはがきに、メッセージを
記入しお寄せください（切手は不要です）。
ぜひ市民の皆さんの思いをメッセージに託し、

ご応募いただきますようよろしくお願いいたし
ます。
なお、水道の検針は、市内を東西２地区に分割し、２カ月に１回実施し

ています。お住まいの地域によっては、はがきの配布が遅れますので、ご
了解ください。
はがきがお手元に届かない方や複数枚必要な方は、郵送いたしますので、

担当にご連絡ください。
※イラストは、子どもたちが座間への思いを描いてくれた「わたしの座間」
絵画コンクールの金賞作品です。

次期総合計画を策定するに当たって、ふるさと座間を担
う次世代の意見を反映するため、将来のまちづくりなどを
テーマにざま子ども議会（市内小中学生による市議会の擬
似体験）を開催します。
なお、子ども議会は、平成13年に市制30周年を記念して

実施して以来、２回目の開催となります。
○議員数　23人（小学生11人、中学生12人）
○開催予定日・場所 ８月20日（木）、市役所６階座間市議場
※当日の模様は、後日広報ざまや市ホームページでお知らせします。
担当 政策課　�046（252）8287 �046（255）3550

次期総合計画の策定に向けて

田
ん
ぼ
の
中
に
ひ
ま
わ
り
タ
ワ
ー



▽とき＝７月28日（火）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝東地区文化センター▽内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝
健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝随時▽ところ＝市役所１階保健医療課▽内

容＝食事療法や健康全般についての栄養士・保健師に
よる相談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当
日発行）▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月29日（水）午前９時30分～11
時、午後１時～２時30分受け付け▽とこ
ろ＝市民健康センター▽対象＝15歳以上▽
申込方法＝直接会場へ
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◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

内　科 

外　科 
小児科 

（外科系を除く） 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

 
�０４６（２５２）９０９０ 

 

 
�０４６（２５５）９９３３ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 
小児科 

（外科系を除く） 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 
午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

 

�０４６（２５５）９９３３ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保個別健康相談

保健康相談

予結核検診

市 民 の 歌 「 WE LOVE
ZAMA!」をベースとした健康
体操などで楽しく健康づくり
ができるWE LOVE ZAMA！
健康体操講座を、これまでの
小松原・東原・立野台・相模
が丘コミュニティセンターに
加えて、本年度から新たにひ
ばりが丘・相武台コミュニテ
ィセンターでも開催します。
○と　き

※小松原・東原・立野台・相模が丘コミュニテ
ィセンターでの開催日程は、担当にお問い合わ
せいただくか、市ホームページをご覧くださ
い。

○参加費　無料
○持ち物　上履き
※運動ができる服装でお越し下さい。

○申込方法　当日直接会場へ
担当 健康づくり課

�046（252）7995 �046（255）3550

【相武台コミュニティセンター】 

【ひばりが丘コミュニティセンター】 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

１日（土） 

５日（土） 

３日（土） 

７日（土） 

５日（土） 

９日（土） 

６日（土） 

６日（土） 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

25日（土） 

29日（土） 

26日（土） 

24日（土） 

28日（土） 

19日（土） 

23日（土） 

20日（土） 

27日（土） 

　午前10時～11時30分 

　午前10時～11時30分 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
入
院
し
た
と
き
に
、
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
提
示
す
る
と
一

カ
月
の
保
険
診
療
費
が
負
担
割

合
に
か
か
わ
ら
ず
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
制
限
さ
れ
る
「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
」
と
「
国
民
健
康
保
険
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
は
七
月
三

十
一
日
で
す
。
八
月
一
日
以
降

も
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
認
定
証
の

適
用
区
分
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
世
帯
員
の
所
得
に
基
づ
い

て
判
定
し
て
い
ま
す
。
八
月
一

日
以
降
の
適
用
区
分
判
定
は
、

平
成
二
十
一
年
度
（
平
成
二
十

年
分
）
の
所
得
の
申
告
状
況
に

基
づ
い
て
再
判
定
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
日
　
八
月
三
日（
月
）〜

○
申
請
場
所
　
市
役
所
一
階
国

保
年
金
課

○
持
ち
物
　
①
印
②
有
効
期
限

切
れ
の
「
国
民
健
康
保
険
限

度
額
適
用
認
定
証
」
か
「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

七
十
歳
未
満
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
で
慢
性
腎
不
全
の

認
定
を
受
け
て
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
方
の
「
国
民
健
康
保

険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

（
以
下
「
療
養
受
療
証
」
と
い

う
。）
は
、
毎
年
八
月
に
、
前

年
の
所
得
を
基
に
自
己
負
担
限

度
額
を
再
判
定
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
八
月
一
日

か
ら
の
新
し
い
療
養
受
療
証
を

送
付
し
ま
す
の
で
差
し
替
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
の
切

れ
た
療
養
受
療
証
は
担
当
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
（
以
下
「
高

齢
受
給
者
証
」
と
い
う
。）
の

有
効
期
限
は
、
七
月
三
十
一
日

で
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

は
七
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に

送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
該
当
者
を
除
く
七
十

歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
に
交
付

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、
前
年
の
市
県
民

税
の
課
税
所
得
な
ど
に
基
づ

き
、
毎
年
判
定
し
直
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
届
く
高
齢

受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

一
部
負
担
金
の
割
合
と
、
今
お

持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
負

担
金
の
割
合
が
二
割
と
判
定
さ

れ
た
方
は
、
平
成
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
は
一
部
負
担

金
の
割
合
が
一
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

八
月
一
日
以
降
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
今
回

送
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
両

方
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
高

齢
受
給
者
証
は
、
八
月
一
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
担
当

ま
た
は
各
出
張
所
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
満
七
十
五
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
方
は
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
該
当
者
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
同
様
に
、
誕
生
日
の
前

日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

８月１日～７日は、食中
毒予防週間です。食中毒は、
ちょっとした不衛生から発
生してしまいます。以下に
気を付けて、食中毒を防ぎ
ましょう。

また、期間中、次の日程で市内で食中毒予防キ
ャンペーンも開催します。食品衛生相談コーナー
が開設されるほか、クイズに答えると景品がもら
えたり、参加者に粗品が進呈されたりします。
○と　き　８月５日（水）午後２時～
○ところ　サミットストア座間ひばりが丘店（ひ
ばりが丘４丁目）内

問い合わせ先
厚木保健福祉事務所食品衛生課�046（224）1111
厚木地区食品衛生協会 �046（222）7643

担当 保健医療課
�046（252）7213 �046（252）7043

★こまめに手を洗いましょう
★食品は十分に加熱しましょう
★調理器具は清潔にしましょう

食中毒予防の心得
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表１　一般会計の財政状況（抜粋） 
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市
で
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
改
善
の
「
両
輪
」
が
、
行
政
改
革
と
行
政
評
価
で
す
。

今
回
は
、こ
の
行
政
改
革
と
行
政
評
価
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

座
間
市
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
政
改
革
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
秋
か
ら
の
、
百
年
に
一
度

と
も
言
わ
れ
る
金
融
危
機
に
伴

い
、
景
気
や
雇
用
情
勢
の
悪
化

は
、
全
国
の
自
治
体
の
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
当
市
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
個
人
所
得
の

減
少
、
企
業
経
営
の
悪
化
な
ど

に
よ
り
、
歳
入
の
柱
と
な
る
市

税
の
収
入
は
、
今
後
大
幅
な
減

少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

表
１
は
、
本
市
の
一
般
会
計

の
財
政
状
況
を
示
し
た
も
の
で

す
。歳

入
に
つ
い
て
は
大
き
な
増

減
が
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
人
件

費
、
物
件
費
（
※
１
）、
公
債

費
（
※
２
）
に
つ
い
て
は
大
き

な
増
減
が
な
い
も
の
の
、
扶
助

費
（
※
３
）
の
伸
び
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
医
療
費
を
は
じ
め
と
す

る
扶
助
費
が
ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
１

物
件
費
と
は
、
賃
金
、

旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な

ど
の
経
費
で
す
。

※
２

公
債
費
と
は
、
市
債

の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入

金
の
利
子
を
支
払
う
た
め
の

経
費
で
す
。

※
３

扶
助
費
と
は
、
福
祉

や
医
療
に
関
す
る
経
費
で

す
。最

近
、
不
適
切
な
財
政
運
営

に
よ
る
公
立
病
院
の
赤
字
経

営
、
診
療
休
止
、
ま
た
、
自
治

体
そ
の
も
の
が
破
綻
す
る
と
い

う
よ
う
な
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

停
滞
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

表
２
は
、「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
財
政

の
健
全
化
判
断
比
率
（
※
４
）

を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
自
治
体
全
体
の
将

来
負
担
を
含
め
た
財
政
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政

破
綻
す
る
前
に
、
自
主
的
な
改

善
努
力
に
よ
り
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

十
九
年
度
決
算
に
お
い
て

は
、
い
ず
れ
の
比
率
も
国
が
定

め
た
早
期
健
全
化
基
準
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
当
市
の
財

政
の
健
全
性
に
つ
い
て
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

健
全
な
財
政
運
営
を
継
続

し
、限
ら
れ
た
予
算
の
中
か
ら
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費

を
捻
出
す
る
た
め
に
は
、
絶
え

ず
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
事

業
の
見
直
し
、
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

※
４

健
全
化
判
断
比
率
と

は
、
自
治
体
全
体
の
財
政
状

況
を
四
つ
の
項
目
に
分
け
比

率
化
し
た
も
の
で
す
。

本
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
九

月
に「
行
政
改
革
の
基
本
方
針
」

（
第
一
次
座
間
市
行
政
改
革
大

綱
）
を
策
定
し
、
行
政
改
革
に

着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何

度
か
の
見
直
し
を
経
て
、
十
八

年
三
月
に
は
、
二
十
三
年
三
月

ま
で
を
実
施
期
間
と
す
る
「
第

四
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ

く
毎
年
の
取
り
組
み
を
表
し
た

も
の
が
実
行
計
画
で
す
。

表
３
は
、
二
十
年
度
の
実
行

計
画
取
り
組
み
結
果
の
削
減
結

果
を
表
し
た
も
の
で
す
。

計
画
当
初
は
、
三
億
五
千
八

百
五
十
三
万
円
の
歳
出
削
減
を

目
指
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
結

果
は
、
四
億
三
千
六
百
八
十
二

万
円
と
な
り
、
計
画
を
約
七
千

八
百
二
十
九
万
円
上
回
る
削
減

効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

表３　行政改革実行計画における経費削減結果（20年度）および経費削減目標（21年度～23年度） 

※①経費が効果を上回る予定のものは△（マイナス）表記。 
※②各項目の数値の積み上げは、端数処理をしているため、効果額の合計とは一致しません。また、３年間の累計とは一致し
ない場合があります。 

消耗品費、印刷製本費の削減 
ＩＰ電話の導入 
例規集の貸与部数及び契約内容の変更 
リース契約の解約 
使用料、手数料の見直し 
庁用車の軽自動車化 
補助金の見直し 
事業の見直し、廃止 
水道料金に関する委託の統合 
知的障害者援護施設もくせい園の 
指定管理者制度への移行 
児童デイサービスの民間委託 
職員の削減 
職員研修の見直し 
職員の給与制度の改定 
職員の各種手当の改定 
広告媒体の拡大 
未利用地等の市有地売却 
収納向上対策 
土地開発公社からの土地の買取による 
利子の軽減 
公共施設の用地取得に係る借換債の実施 
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（単位：万円） 

区　分 項目名 
削減結果 

20年度 21年度 22年度 

削減目標 

23年度 ３年間累計 

合　　　計 

経費を削減し
た（する）もの 

収入の増加、 
支出の抑制を
した（する）も
の 

担
当
　
　
行
政
改
革
推
進
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
０
４
４
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
改
革
取
り
組
み
結
果
（
二
十
年
度
）
と

実
行
計
画
（
二
十
一
〜
二
十
三
年
度
）

担
当
　
　
　
　
　
　
政
策
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
２
８
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
評
価
取
り
組
み
結
果
（
二
十
年
度
）

地
方
分
権
が
本
格
的
に
進
展

す
る
中
、
複
雑
か
つ
多
様
化
し

た
行
政
運
営
に
対
応
す
る
た

め
、
公
正
・
効
率
性
な
ど
の
観

点
か
ら
政
策
・
施
策
・
事
務
事

業
を
改
善
す
る
た
め
の
一
つ
の

有
効
な
手
段
と
し
て
行
政
評
価

を
平
成
十
四
年
度
か
ら
導
入
し

て
い
ま
す
。

行
政
評
価
と
は
、
市
の
取
り

組
み
の
成
果
を
把
握
・
分
析
・

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
す
る
と
と
も

に
、
次
の
実
施
や
企
画
立
案
の

際
に
役
立
て
る
取
り
組
み
で
す

（
図
参
照
）。

今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
の

取
り
組
み
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

本
市
の
行
政
評
価
は
「
事
業

評
価
」「
内
部
評
価
」「
外
部
評

価
」の
三
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

○
事
業
評
価

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
評
価
で
は
、
こ
の
事
業

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が

客
観
的
に
評
価
で
き
る
数
値
を

用
い
て
、
次
の
各
項
目
の
評
価

を
し
ま
す
。

・
手
段
（
市
が
実
際
に
行
う
事

業
の
内
容
）

・
活
動
指
標
（
事
業
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
測
る
指
標
）

・
意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し

た
い
の
か
）

・
成
果
指
標
（
事
業
の
目
的
達

成
度
を
測
る
指
標
）

・
事
業
費
等
の
年
度
別
状
況

二
十
年
度
で
は
、
五
百
五
十

四
事
業
に
つ
い
て
実
施
し
、
十

九
年
度
に
比
べ
二
十
五
事
業
増

と
な
り
ま
し
た
。

○
内
部
評
価

総
合
計
画
は
、
政
策
体
系
に

即
し
て
上
位
の
体
系
を
目
的
と

し
て
下
位
の
体
系
が
手
段
と
な

る
連
鎖
関
係
に
あ
り
、
個
別
事

業
は
政
策
・
施
策
を
実
現
す
る

た
め
の
直
接
的
な
手
段
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
内
部
評
価
は
、
個
別

事
業
に
つ
い
て
、
上
位
の
政

策
・
施
策
の
実
現
に
ど
れ
だ
け

貢
献
し
た
か
を
、
必
要
性
、
効

率
性
、
有
効
性
、
公
平
性
、
優

先
性
の
五
つ
の
視
点
で
評
価

し
、
政
策
・
施
策
ご
と
に
取
り

ま
と
め
、
政
策
・
施
策
を
評
価

す
る
方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

評
価
者
は
、
「
一
次
評
価
」

を
担
当
部
局
長
、「
二
次
評
価
」

を
「
一
次
評
価
」
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
行
政
評
価

委
員
会
（
副
市
長
、
企
画
財
政

担
当
部
長
・
関
係
課
長
）
が
評

価
し
て
い
ま
す
。

二
十
年
度
で
は
、
三
百
八
事

業
に
つ
い
て
内
部
評
価
し
、
十

九
年
度
に
比
べ
十
三
事
業
増
と

な
り
ま
し
た
。

○
外
部
評
価

以
上
の
市
内
部
の
評
価
を
更

に
客
観
的
な
も
の
と
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
評

価
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

《
市
民
に
よ
る
評
価
》

市
民
に
よ
る
評
価
は
、
外
部

の
専
門
家
に
よ
る
評
価
と
併
せ

て
、
外
部
評
価
の
一
つ
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
よ
る
評
価
は
、
二
年

に
一
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
り
行
っ
て
お
り
、
最
新
の
調

査
は
平
成
二
十
年
十
一
月
に
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が

実
施
す
る
各
施
策
に
対
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
が
市
民
生
活
の
実

感
で
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
を
調
査
し
、
今
後
の
行
政

運
営
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

《
専
門
家
に
よ
る
評
価
》

市
民
に
よ
る
評
価
と
と
も

に
、
外
部
評
価
の
一
つ
と
し
て

外
部
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

は
、
三
人
の
方
か
ら
全
施
策
に

つ
い
て
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

外
か
ら
の
客
観
的
な
専
門
家
的

見
地
で
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
行
政
運

営
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。二

十
年
度
の
施
策
の
評
価
を

し
て
い
た
だ
い
た
専
門
家
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

・
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
教
授
　
辻
　
琢
也
　
氏

・
公
認
会
計
士
、
東
京
都
監
査

委
員
　
筆
谷
　
勇
　
氏

・
ミ
ツ
ワ
工
業
株
式
会
社
代
表

取
締
役
　
藤
倉
　
久
巳
　
氏

○
�
い
さ
ま
�
ま
ち
づ
く
り
指

標�
い
さ
ま
�
ま
ち
づ
く
り
指

標
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に

よ
っ
て
、
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
主
な
目
標
と
達
成
度
を
数

値
で
表
し
た
も
の
で
、
進
ち
ょ

く
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
で
市

民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
分
か
り
や

す
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
い
わ
ば
本
市
の
「
ま

ち
づ
く
り
の
物
差
し
」
と
い
え

ま
す
。

指
標
の
目
標
に
対
す
る
進
ち

ょ
く
状
況
を
達
成
度
ラ
ン
ク
Ａ

〜
Ｄ
で
評
価
し
、Ａ
を「
順
調
」、

Ｂ
を
「
も
う
一
歩
」
、
Ｃ
を

「
停
滞
」、
Ｄ
を
「
後
退
」
と
い

う
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
施
策

に
六
十
三
の
指
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
二
十
年
度
で

は
、
指
標
に
対
す
る
進
捗
状
況

の
内
訳
は
、
達
成
度
ラ
ン
ク
Ａ

が
二
十
三
、
Ｂ
が
十
四
、
Ｃ
が

十
三
、
Ｄ
が
十
三
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
行
政

評
価
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ→

市

政
・
ま
ち
づ
く
り→

行
政
評

価
）
を
は
じ
め
、
各
出
張
所
、

市
役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
八
月
一
日
か
ら
公
表
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
く
、
効
果
的

な
行
政
運
営
に
役
立
つ
よ
う
な

行
政
評
価
の
手
法
な
ど
の
検

討
・
研
究
を
行
い
、
効
果
的
な

行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ぜ
ひ
行
政
評
価
の
詳
細
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

～座間市の行政評価～ 

事業評価＝担当課 

“いさま”まちづくり指標 
＝行政評価推進会議 

このやり方で 
いいのかしら？ 

長期的な視点で 
見直すべきでは？ この指標では、 

市民に分かり 
にくいのでは？ 

この事業の 
優先性は… 

もっと効率的な 
方法はないかな？ 

この指標の 
目標値は 
低くないか？ 

内部評価 

外部評価 

一次評価＝担当部局長 

外部の専門家（施策評価） 

二次評価＝行政評価委員会 

市民アンケート 

参　考 

参　考 

参　考 

参 　 考 

もっと、 
必要性は 
高いと 
思います。 

参
　
考 

ホームページで 
見てみよう！ 

窓口でも 
閲覧できるのね！ 

公表 公表 

市民情報コーナー 

まちづくりのための市民アンケート結果抜粋 
○施策に対する関心について 
関心度＝（関心があるの割合＋ある程度関心があるの割合／２）－（関心がないの割合＋あまり関心がないの割合／２） 

（関心度の高い施策順） （関心度の低い施策順） 

施　策　名　称 関心度 

防犯体制の充実 

医療体制の充実 

防災対策の推進 

廃棄物対策の推進 

健全な財政運営 

79.6 

77.0 

70.7 

70.4 

64.8

施　策　名　称 関心度 
交流活動の推進 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
工業の振興 
市民参加の推進 
都市農業の振興 

5.4 

9.7
 
 

15.4 
16.2 
17.1

○施策の推進に対する満足感について 
満足度＝（そう思うの割合＋どちらかと言えばそう思うの割合／２）－（そう思わないの割合＋どちらかと言えばそう思わないの割合／２） 

（満足度の高い施策順） （満足度の低い施策順） 

施　策　名　称 満足度 
上水道事業の推進 

市民文化の向上 

下水道・河川の整備 

交通安全対策の推進 

消防対策の推進 

52.0 

41.4 

31.7 

30.9 

22.0

施　策　名　称 満足度 
基地対策の推進 

道路網の整備 

工業の振興 

商業の振興 

行政機能の充実 

△ 23.6 

△ 21.2 

△ 20.9 

△ 17.9 

△ 17.2

○施策の重要性について 
充実してほしいと回答した割合の高い施策 充実してほしいと回答した割合の低い施策 

施　策　名　称 割合（％） 

医療体制の充実 

高齢者福祉の充実 

健全な財政運営 

道路網の整備 

防犯体制の充実 

56.5 

36.3 

26.4 

24.5 

22.0

施　策　名　称 割合（％） 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
交流活動の推進 
市民参加の推進 
工業の振興 
消防対策の推進 

0.9  
1.6 
2.2 
2.5 
2.5

「県・国」が果たすべきと回答した割合の高い施策 「ＮＰＯ・企業など」が果たすべきと回答した割合の高い施策 

施　策　名　称 割合（％） 

基地対策の推進 

医療体制の充実 

障害者福祉の充実 

高齢者福祉の充実 

低所得者福祉の充実 

 

72.2 

52.6 

52.4 

51.5 

51.3

施　策　名　称 割合（％） 
工業の振興 
商業の振興 
男女の自立と平等に基づく 
共同参画社会の実現 
勤労者福祉の向上 
安全な消費生活の推進 

20.3 
15.6 

13.9 
 

12.6 
11.6

○施策の役割分担について 
「市」が果たすべきと回答した割合の高い施策 「市民」が果たすべきと回答した割合の高い施策 

施　策　名　称 割合（％） 
公園・広場の充実 
市街地の形成 
上水道事業の推進 
健全な財政運営 
行政機能の充実 

77.1 
75.3 
74.7 
71.4 
67.8

施　策　名　称 割合（％） 
コミュニティ活動の推進 
健康づくりの推進 
防犯体制の充実 
市民参加の推進 
廃棄物対策の推進 

36.0 
33.1 
30.3 
30.2 
29.2

表２　平成１９年度決算に基づく健全化判断比率 
【健全化判断比率】 

※すべての会計において実質赤字額はありません。この場合、実質赤字比率、連結
実質赤字比率は「－」と表記し、参考までに黒字の程度を（▲）で表示しています。 
※健全化判断比率が「早期健全化基準」以上になった場合は、「財政健全化計画」、
また、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率のいずれかが「財政再生
基準」以上になった場合には、「財政再生計画」の策定と実施が義務付けられます。 

実質赤字比率 
 
連結実質赤字比率

 
 
実質公債費比率 
将来負担比率 

－（▲3.43％） 
（赤字はありません） 
－（▲13.36％） 

（赤字はありません） 
9.4％ 
75.7％ 

12.39％ 
 

17.39％ 
  

25.0％ 
350.0％ 

20.0％ 
 

40.0％ 
　 

35.0％ 
－ 

指　標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 

行
政
改
革
の
実
行
計
画
は
、

前
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
踏

ま
え
、
以
降
三
年
ご
と
の
計
画

を
毎
年
定
め
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
以
降
の
削
減
目

標
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

二
十
一
年
度
の
削
減
目
標
を

三
億
三
千
五
百
九
十
一
万
円
、

二
十
三
年
度
ま
で
の
三
カ
年
の

削
減
目
標
を
八
億
一
千
七
十
五

万
円
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
改
革
の
取
り
組

み
結
果
お
よ
び
実
行
計
画
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
一
階
市
民
情
報
コ

ー
ナ
ー
と
三
階
行
政
改
革
推
進

課
で
の
閲
覧
も
可
能
で
す
。
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7
日 月 火 水 木 金 土 
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8
日 月 火 水 木 金 土 
       1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
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 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

夏休みの自由研究の一つとして、
いろいろなことを観察したり調べた
りして、統計グラフを作ってみませ
んか。
○対　象　市内在住の小・中学生
○募集内容　▽小学１年～４年生＝
観察結果をグラフにしたもの▽小
学５年～中学生＝観察結果または
統計資料をグラフにしたもの

○応募規定　Ｂ２判（72.8�×51.5
�）の大きさの紙（紙質自由）を
使用し、色彩は自由
※市販のＢ２判紙は大きめのた
め、裁断して調整してください。

○応募方法　作品の裏下端に利用し
た統計資料や観察記録を記載した
Ａ４判程度の用紙を、また、裏面
に市内各小・中学校で配布する応
募票または縦15�×20�程度の用
紙（表題、市名（住所）、学校名、
学年、氏名を明記）をのり付けし、
２学期の始めに各学校へ提出。市
外の学校に通学している児童生徒
は９月４日（金）までに直接担当
へ持参

○賞　品　入賞者には賞状・副賞を
進呈。応募者全員に記念品を進呈

※優秀な作品は、県統計グラフコン
クールへ出品。また、入賞作品は11
月20日（金）～30日（月）市役所１
階市民ホールに展示します。
担当 政策課
�046（252）8379 �046（255）3550

市交通安全対策協議会では「高齢
者の事故防止」をテーマに交通安全
標語を募集します。
○応募資格　市内在住・在勤・在学
者

○応募方法　はがき１枚につき標語
１点として、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、９月４日（金）
までに〒228-8566緑ケ丘１-１-１
市役所安全対策課あて郵送（当日
消印有効）または持参（市内の
小・中学生は、各学校に提出）

※一人何点でも応募できます。
※入賞者は11月28日（土）開催の交
通安全推進大会で表彰します。
担当 市交通安全対策協議会

（安全対策課内）
�046（252）8158 �046（252）7773

○と　き　８月４日（火）正午～午
後５時

○ところ　高座清掃施設組合（海老
名市本郷）と第２資源リサイクル
センター（集合場所は市役所）

○内　容　ごみ焼却場や市内の清掃
施設を見学し、自分たちが出した
ごみがどのように処理されている
のかを学習

○対　象　小学４年～中学生

○定　員　20人（申込順）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　電話で担当へ
担当 資源推進課
�046（252）7985 �046（252）7616

○と　き　８月４日（火）午後１時
30分～４時

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）会議室

○対象者　おおむね65歳以上の方
○定　員　５人（申込順）
○申込方法　電話で�かながわ住ま
い・まちづくり協会�045（664）
6896へ（月曜～金曜日午前９時～
午後５時）

担当 長寿介護課
�046（252）7127 �046（252）8238

○応募資格　草花の世話を３年以上
していただける団体

○活動内容　花植えから年間を通し
て公園内の花壇を世話する

※花壇と花苗などは市が提供しま
す。詳しい内容については担当にお
問い合わせください。
担当 公園緑政課
�046（252）7221 �046（255）3550

本認定試験は、病気などやむを得
ない事由により、義務教育学校に就
学させる義務を猶予されたなどの方
に中学校卒業程度の学力があるか認
定するために国が行う試験で、合格
者には高等学校の入学資格が与えら
れるものです。
○と　き　▽願書受付期間＝８月21
日（金）～９月８日（火）▽試験
日＝11月４日（水）

○試験会場 かながわ労働プラザ
（予定）
○試験科目　国語・社会・数学・理
科・外国語（英語）

担当 教育指導課
�046（252）8732 �046（252）4311

交通事故や詐欺、脅しなどの被害
に遭い、警察や検察庁に訴えたが検
察官がその事件を起訴してくれな
い。このような不満をお持ちの方の
ために「検察審査会」があります。
費用は無料。秘密は固く守られます
ので、お気軽にご相談ください。
詳しくは、横浜第一検察審査会事

務局�045（662）6416にお問い合わせ
ください。
担当 選挙管理委員会事務局
�046（252）8481 �046（252）8532

粗大ごみとして各家庭から出され
た家具などを、補修を施してから展
示し、希望者に安価で販売します
（多数抽選）。８月分の購入申し込み
を次のとおり受け付けます。

○と　き　▽購入申込＝７月24日
（金）～８月７日（金）午前９時
～午後５時▽公開抽選＝８月８日
（土）午前10時～
※毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
は休館です。

○ところ　リサイクルプラザ（東原
２丁目16－10）

○対　象　営利を目的としない市内
在住・在勤者

○申込点数　一人１点まで
○申込方法　申込者本人が直接、来
館（電話、代理の申し込みは不可）

※購入物は各自お持ち帰りください。
担当 リサイクルプラザ
�046（252）7963 �046（252）7964

シルバー人材センターでは、以前
から要望の多かったリサイクル自転
車の随時販売を開始しました。
○と　き　午前９時～午後４時30分
（土曜・日曜日、祝日、年末年始
を除く）

○ところ　シルバー人材センター
（小松原１丁目45－21）
○価　格　4,300円～6,000円
※来所の前に電話で在庫状況の確認
をお願いします。
担当 シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

平成21年１月１日～６月30日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス�046（251）1399へ。

○と　き　９月６日、13日、27日い
ずれも日曜日午後２時～４時（全
３回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）多目的室

○定　員　40人（多数抽選）
○参加費　2,000円
○服　装　運動のできる服装（バレ
エシューズなど特別な用具は不
要）

○保　育　無料、２歳以上の未就学
児

○申込方法　７月30日（木）までに
氏名、住所、電話番号、年齢、保
育の要不を直接または電話、ファ
クス、電子メールで担当へ

統計グラフコンクール作品募集

担当 健康づくり課
�046（252）7995 �046（255）3550

healthy@city.zama.kanagawa.jp

○と　き　①８月10日（月）午後１
時30分～５時②９月３日（木）午
後１時～５時③９月11日（金）午
後１時30分～４時30分（全３回）

○ところ　市民健康センター
○内　容　①元気に老いるために、
美味しく食べるために～栄養編～
②健

けん

口
こう

づくり、美味しく食べるた
めに～口腔編～、認知症サポータ
ー養成講座③動くことが老化を防
ぐ、座間市の介護予防を考える

○対　象　介護予防に対して関心が
あり、事業終了後に地域において
介護予防に関する活動を行える方
で、すべての受講が可能な市内在
住・在勤者

○定　員　30人（申込順）
○申込方法　８月３日（月）までに
住所、氏名、電話番号、現在のボ
ランティア活動の内容を直接また
は電話、ファクスで担当へ

※講座修了者は、介護予防ボランテ
ィアとして市に登録し、市が行う介
護予防事業等にご協力いただきます。
担当 長寿介護課
�046（252）7084 �046（252）8238

○と　き　８月７日（金）午後１時
30分～４時50分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　▽講演＝子どもを伸ばす
｢眠り」の力▽実践報告＝子ども
が自ら考え実践する健康教育

○対　象　保護者、地域の方々、
小・中学校教員、養護教諭、栄養
士ほか

○申込方法　７月31日（金）までに
直接または電話、ファクスで担当
へ

担当 教育指導課
�046（252）8732 �046（252）4311

○と き　７月27日（月）午後２時
～４時10分

○ところ　市役所５階５－１会議室
○テーマ　鈴木利貞日記『我が身の
歴史抄』について（明治36年～明
治38年）

○対　象　どなたでも
○定　員　70人（申込順）
○申込方法　電話で担当へ
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

○と　き　８月18日（火）午前11時
20分～午後０時20分

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階多目的室

○テーマ　声の力・身体の力～芸能
の伝承と現代～

○講　師　清水寛二さん（能楽師）
○対　象　どなたでも
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○申込方法　電話で担当へ
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

○と　き　①７月24日（金）②25日
（土）午前10時～正午
○ところ　①県立座間谷戸山公園
（雨天時は館内）②市公民館日本間
○内　容　①携帯電話カメラ撮影②
いざというときの救急救命（心肺
蘇生法・ＡＥＤ取り扱い・三角き
ん使用法）

○対　象　市内在住・在学の子ども
とその親・祖父母

○定　員　各10組（申込順）
○持ち物　①カメラ付き携帯電話
○申込方法　７月22日（水）までに
電話またはファクスで「むかし子
どもだった大人の会」��046
（251）6427（金子）まで
担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　９月26日～11月28日毎週
土曜日午後１時30分～４時（全10
回）
※12月６日（日）は本番公演。
○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）リハーサル室ほか
○内　容　基本となる発声・ストレ
ッチ・エチュ－ド（即興劇）の習
得と舞台出演

○対　象　中学生以上
○定　員　20人（申込順）
○申込方法　電話またはファクス、
市ホームページから電子申請で担
当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　８月30日（日）、９月６
日（日）午前９時～（雨天時は13
日（日）に順延）

○ところ　ひまわり公園テニスコー
トほか

○種　目　▽男子＝一般・45歳以上
▽女子＝一般・40歳以上　

○競技方法　ダブルストーナメント
方式

○参加資格　市内在住・在勤・在学
者と市テニス協会員

○参加費　１組1,800円
○申込方法　８月９日（日）までに
直接または郵送で〒228-0003ひば
りが丘2-8-12市テニス協会事務局
（ファーストテニスコート内）�
046（256）3891へ（必着）

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

◆エクセル入門講座
○と　き　８月６日～27日毎週木曜
日午後６時30分～９時30分（全４
回）

○内　容　計算式やグラフを作るの
に適したパソコンソフトのエクセ
ルの基礎を学ぶ

○対　象　４回の出席が可能でマウ
ス操作、文字入力のできる方

○定　員　16人（多数抽選）
○持ち物　筆記用具
○参加費　2,270円（テキスト代など）
○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○申込方法　７月22日（水）までに直
接または電話、ファクスで同館へ

◆エコ料理講座
○と　き　８月12日（水）～平成22
年２月10日（水）の毎月１回午前
９時30分～午後１時（全６回）

○内　容　食育や環境について学び
ながら、楽しく料理の心を伝える

○対　象　18歳以上
○定　員　18人（申込順）
○受講料　6,000円
○申込方法　直接または電話、ファ
クスで同館へ

◆こども夏まつり
○と　き　８月22日（土）午前10時
～午後３時

○内　容　お化け屋敷、おはなし会、
物作りコーナー、模擬店ほか

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
【スタッフ・出店者募集】
○ボランティア期間　８月16日（日）
～22日（土）

○内 容　お化け屋敷作り、当日の
お化け役、模擬店ほか

○申込方法　８月９日（日）までに
直接または電話、ファクスで同館
へ

◆あすなろ大学公開講座２
○と　き　７月24日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　あすなろ大学受講生によ
る研究発表「日本の食料自給率」

○定　員　70人（先着順）
○参加方法　当日直接同センターへ
◆教育を語る会「どうする、どうな
る不登校」

○と　き　８月２日（日）午前10時
～正午

○内　容　フリースペースの様子を
聴き、不登校の子どもたちの居場
所づくりや進路について、わたし
たちにできることを考える

○定　員　25人（申込順）
○申込方法　当日までに直接または
電話、ファクスで同センターへ

◆サマーアイランド2009 前日・当
日ボランティア募集！

【前日】
○と　き　８月22日（土）午後１時
30分～

○内　容　お化け迷路作り（パネ
ル・ダンボール運び、ダンボール
敷き、お化け作り、飾り付け）、
テント立てほか

【当日】
○と　き　８月23日（日）午前８時
30分～午後５時

○内　容　模擬店（カキ氷、フラン
クフルト、綿菓子ほか）、お化け
迷路、ゲームラリー、駐輪場、ゴ
ミ分別などの各係

【共通事項】
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　７月31日（金）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆夏休み自由研究応援講座2009図書
館を使って調べ学習にチャレンジ！

○と　き　８月４日（火）午前10時
～午後３時、８月５日（水）午前
10時～正午
※４日は午後３時までとなります
ので、昼食を用意してください。

○内　容　調べ学習を体験し作品を
作る

○対　象　小学４年～高校生
○定　員　25人（申込順）
○申込方法　直接または電話、ファ
ックスで同館へ

◆譲ります
衣装ケース、普通乗用車用シートカ
バー、ライティングディスク、パソ
コンラック、シューズボックス、ラ
ンドセル（黒）、本棚、つり道具、
パソコンモニター、参考書（保育士
を目指す方向け）×約20冊、子ども
用遊具（すべり台付きジャングルジ
ム）、エアコン、ピアノ、自転車、
習字道具一式、車いす
◆希望します
野球グローブ（右利き用）、野球バ
ット、パソコン、ギター、炊飯器、
歩行器、無線機セット、ソファー、
キーボード、電子ピアノ、水槽（小）、
テレビ（薄型）、ベビーカー、ノー
トパソコン、スーツケース、電子レ
ンジ、電気ポット、回転いす、マン
ガ本（今旬の物）、釣り道具セット、
電動ミシン、アップライトピアノ、
こいのぼり、植木鉢、

○冒険遊び場体験～いちにちプレイ
パーク

▽とき＝７月18日（土）、19日（日）
午前９時～午後４時▽ところ＝芹沢
公園の一画▽内容＝自分の責任で自
由に遊ぶをモットーに、体を使って
元気に遊ぶ▽参加＝自由▽問い合わ
せ先＝座間にプレイパークを作る会
�090（2656）2943（田坂）
○紙ひもで作る「金魚風鈴・モビー
ル」

▽とき＝７月24日（金）午前10時～
正午▽ところ＝市公民館▽内容＝エ
コクラフト▽定員＝30人（申込順）
▽参加費＝500円（教材代）▽申込
方法＝電話またはファクスで市生涯
ライフワーク協会��046（253）4722
（佐藤）へ
○森のおはなし会
▽とき＝７月30日（木）午前10時～
11時▽ところ＝県立座間谷戸山公園
森の学校（雨天時は図書館）▽内
容＝お話とペープサートほか▽対
象＝４歳以上▽申込方法＝当日午前
９時50分に図書館玄関に集合▽問い
合わせ先＝座間おはなし会�046
（257）2910（尾崎）
○キャンプ座間日米親善盆踊り大会
▽とき＝８月８日（土）午前10時30
分～午後９時30分（雨天中止）▽と
ころ＝キャンプ座間▽入場時＝持ち
物検査▽持ち込めない物＝大きなバ
ッグ（リュックサックを含む）、ク
ーラーボックス、瓶類、スケートボ
ード、ペット類▽交通機関＝電車、
バスのご利用を（車両による基地内
への乗り入れは禁止です。付近に駐
車場・駐輪場はありません）▽問い
合わせ先＝キャンプ座間�046（407）
3040または4177（テープ案内）
○座間青年会議所30周年記念トーク
ショー

▽とき＝８月９日（日）午後２時～
５時45分▽ところ＝ハーモニーホー
ル座間▽内容＝本年度のスローガン
「Keep On Dream～夢を持ち続け

て」をテーマに高橋ジョージ氏・荒
川静香氏によるトークショー▽対
象＝６歳以上▽定員＝1300人▽参加
費＝1000円▽申込方法＝市内15箇所
で前売り券販売▽問い合わせ先＝�
046（254）7999（事務局、火・木・金
曜日正午～午後５時）
○総合福祉機器展
▽とき＝８月９日（日）午前10時～
午後３時▽ところ＝サニープレイス
座間▽内容＝高齢者・視覚障害者向
けの機器展示、ロービジョン・点
字・用具の体験▽対象＝高齢者・視
覚障害者とその家族、ボランティア、
障害者団体、福祉施設関係者▽問い
合わせ先＝県視覚障害者情報センタ
ー「神奈川ライトハウス」��046
（205）6040
○おもしろ科学教室～１日獣医師体
験

▽とき＝８月19日（水）①午前９時
30分～正午②午後１時30分～４時▽
ところ＝県畜産技術センター▽内
容＝手作り聴診器で牛や豚、鶏の心
臓の音を聞いたり、超音波診断機で
体内の様子を観察する▽対象＝小学
５、６年生▽定員＝①②各20人程度
（多数抽選）▽申込方法＝８月３日
（月）までに往復はがきに住所、氏
名、学年、電話番号、①②の別を明
記し申込先へ郵送▽申込先＝県畜産
技術センター企画経営部〒243-0417
海老名市本郷3750�046（238）4056
�046（238）8634
○ケアホーム勤務者を募集
▽募集人数＝２人▽応募資格＝要普
通自動車免許▽業務内容＝午後５時
～翌午前９時30分の勤務▽応募期
限＝８月７日(金)▽問い合わせ先＝
ＮＰＯ法人座間市障害者入所施設建
設促進会�046（253）3796
○ハローワークからのお知らせ
「緊急人材育成・就職支援基金」

を新たに創設し、雇用保険を受給し
ていない方への職業訓練と生活保障
のための給付・貸付制度が始まりま
した。職業訓練には、パソコン技術
を習得するための３カ月程度の訓練
や、特殊分野の基本能力習得のため
の６カ月から１年間程度の長期訓練
があります。また訓練期間中、単身
者には月10万円、扶養家族のある方
には12万円の手当が支給され、さら
に希望者には貸付制度もあります。
ご相談と手続きは、ハローワーク厚
木�046（296）8609にお願いします。
詳細は、ハローワークインターネッ
トサービスで紹介しています。
※同サービスは、座間市ホームペー
ジのリンク集｢官公庁｣から検索する
ことも可能です。市役所１階市民情
報コーナー、市公民館、北・東地区
文化センターに設置してある行政情
報端末でも検索できます。

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数高齢者向けの交通安全標語を募集

ごみ焼却場など清掃施設の見学会

住まい探し相談会

花とうるおいのある緑地づくり
参加団体募集

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

ご存知ですか？検察審査会

再生家具の展示・販売

リサイクル自転車を随時販売

クラシックバレエ講座

介護予防ボランティア育成講座
（初級コース）

健康教育研修会

教育教養研修講座「座間の教育史」

教育講演会

家庭教育委託講座「夏休み大人
と子どものふれあい企画」

演劇体験講座
「やっぱり役者になる」

市総合体育大会～テニス

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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現在、新型インフルエンザの感染が拡大しておりますの
で、予防に心掛けましょう。
特に、妊娠中や糖尿病などの方は、新型インフルエンザ

に感染すると重症化する可能性がありますので、ご注意く
ださい。
予防方法として、次のことに気を付けましょう。

・しっかりとせっけんによる手洗いや、うがいをしましょう。
・抵抗力を高めるため、休養と栄養を十分とりましょう。
・咳やくしゃみなどによる感染を防ぐため、マスクを着用しましょう。
担当 保健医療課 �046（252）7213 �046（252）7043

保
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颯
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人
と

ちゃん
H20.10.30生まれ　男
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りょうま

ちゃん
H20. 8 . 3 生まれ　男
相武台 2 丁目

卯
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月
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まさてる

ちゃん
H20.11.25生まれ　男
入谷 5 丁目

井上
いのうえ

爽
そう

雅
が

ちゃん
H20.10. 8 生まれ　男
南栗原 2 丁目

市観光協会では、ひまわり広場で撮影された写真を対象
に「市の花ひまわり写真コンクール」を開催します。
皆さんのとっておきの一枚をぜひご応募ください。

○応募規定　今年のひまわり広場で撮影した未発表の作品
で、応募は一人１点。四つ切（ワイド可）のカラー単品
写真でプリント仕上げとし、作品には必要事項を記入し
た応募票を張り付けること

○賞　最優秀賞１点、優秀賞９点、入選10点に賞状と副賞を贈呈
○応募方法　８月17日（月）～８月31日（月）に〒228-8566市役所商工観光課
写真コンクール担当あて郵送（当日消印有効）または持参（土曜・日曜日を
除く午前８時30分～午後５時）

※作品に張り付ける応募票の入手方法や詳細については、市観光協会事務局に
お問い合わせください。

問い合わせ先 市観光協会事務局 �046（205）6515 �046（205）6516
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

市観光協会では、市民の財産である地域資源を守り、育てながらも、新
たな観光資源の発掘をしていきます。またこれらを次世代につなげるため
に、地域住民の皆さんとともに、観光事業の充実によるまちの発展や地域
活性化活動に取り組んでいただける会員を募集します。申し込み方法など、
詳しくは同協会事務局へお問い合わせください。
・個人正会員　年会費　一口1,000円
・事業所等正会員（個人事業所、法人、団体など）一口5,000円
・賛助会員　年会費　一口3,000円

「座間市観光協会」会員募集！

○と　き　８月１日（土）午前10時～午後３時
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）
小ホールほか

○内　容　プログラミングでロボットが動く、は
しご車に乗ってみよう、AIBOやロボットと遊
ぼう、ダンボールの不思議、科学実験、科学工
作いろいろ、おもちゃ病院

○参加費 無料
○参加方法 当日直接会場へ
問い合わせ先 市民活動サポートセンター �046（255）0201
担当 協働まちづくり課 �046（252）8237 �046（255）3550

11月８日（日）に座間中学校や、市役所ふれあい広場で開催する「座間市民ふ
るさとまつり」の参加団体を募集します。
多くの市民の皆さんの力で、この祭りを盛り上げていきましょう！
○参加内容　①ステージの部（文化芸能活動発表）②模擬店の部
※今年度、パレードは実施しません。
※営利目的の参加はできません。
※模擬店のテントについては、１団体につき１張までとなります。
※今年度から、参加団体に対し駐車料金として１台につき1,500円を徴収しま
す。

○参加資格　市内の社会福祉登録団体、社会教育登録団体、実行委員会が認めた
団体
※５人以上で構成している団体とします。
※暴力団および暴力団に関係があると警察が認めた場合や、居所不明・素行不
良など「座間市民ふるさとまつり」にふさわしくない場合は出品者として承認
できません。
※申し込みが多数のときは抽選。
○申込方法　市役所２階協働まちづくり課に備え付けの申込書または市役所ホー
ムページに掲載の申込書に必要事項を記入し、８月３日（月）～17日（月）に
担当に提出

※申し込み団体には、参加の承認の可否や詳細について９月下旬に通知します。
担当 座間市民ふるさとまつり実行委員会事務局（協働まちづくり課内）

�046（252）7966 �046（255）3550

まもなく夏本番！海や川そしてプールなどレジャーを楽しむ機会が多くなる季
節です。しかし残念ながら毎年多くの水難事故が起こる季節でもあります。
市消防本部では、水の事故が多くなる夏に備え、救助用ゴムボートや水難救助
資機材を使用した訓練を重ね、素早く適切な救助活
動ができるように万全の準備をしていますが、皆さ
んも水に対しての危険意識を持ちましょう。
大切な家族や自分自身が水難事故に遭わないよう
に、また遭ってしまったときに慌てないように、次
の『水辺の安全10カ条』を心掛けて水難事故のない
楽しい夏を過ごしてください。

『水辺の安全10カ条』
その１ 泳ぐ前には必ず準備体操をする！
その２ 疲労時や飲酒時は絶対に泳がない！
その３ 水に対しての油断や過信をしない！
その４ 子どもたちだけで海や川、湖などに行かない！行かせない！
その５ 危ないと感じたら、自分の子どもでなくても注意する。
その６ 立ち入り禁止など危険な場所を示す標識には必ず従う。
その７ 警報やサイレンが鳴ったときは特に注意する。
その８ 事故を目撃したときは、大声で周りに知らせて助けを求める。
その９ 119番通報をするときは、現場の状況をできるだけ詳しく伝える。
その10 万が一の場合に備えて、救命講習会などに参加して、心肺蘇生法や応

急処置の方法を身につけておく。
担当 消防署管理課　�046（256）2211 �046（256）2215

長期にわたって良好な状態で使用される構造などを備えた良質な住宅の普及を
促進するため、平成20年度税制改正により、新築住宅のうち「長期優良住宅の普
及の促進に関する法律」に規定する認定長期優良住宅について固定資産税の減額
制度が創設されました。

担当 固定資産税課 �046（252）8047 �046（255）3550

減額の対象となる住宅 

減額される範囲及び減額される税額 

減額される期間 

減額を受けるための手続き 
　新築した年の翌年の１月31日までに､所管行政庁（神奈川県）から長期優良住宅の認定を受
けて建てられたことを証する認定通知書（写し）を添え、市役所２階固定資産税課に申告書を
提出してください。 
　 
その他 
　長期優良住宅に対する減額措置は、新築住宅の減額措置に代えて適用されます。 

住宅の種類 
 
 
 
床面積 

専用住宅 
併用住宅 

（１）平成21年６月４日～平成22年３月31日の間に新築された住宅 
（２）「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」の規定に基づき、耐久性・

安全性などの住宅性能が一定基準を満たすものとして所管行政庁（神奈
川県）の認定を受けて新築された住宅 

（３）住宅部分と住宅以外の部分とがある場合（併用住宅など）は、居住部分
の割合が全体の床面積の２分の１以上である住宅 

50�以上（一戸建て以外の貸家住宅は40�以上）280�以下 
居住部分の床面積が50�以上280�以下 

居住部分が120�以下の場合 固定資産税額（家屋）の２分の１ 

120�相当分の固定資産税（家屋）の２分の１
（120�を超える部分は減額されません） 

居住部分が120�を超え280�以下の場合 

一般の住宅 
３階建以上の中高層耐火住宅 

新築後５年度分 
新築後７年度分 

訓練を行う消防隊員
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